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研究⽬的・⽅法

【⽬的】
宿泊施設の評価データを⽤いて，宿泊施設が賞を受賞する要因・受賞施設の特徴を明らかにする

• 旅⾏者の主観的な評価と宿泊施設が⾏っている受賞に向けた取り組みが，どのように受賞に影
響を与えているか分析する
• 宿泊施設が受賞を⽬指す上で重視すべき内容を明らかにする

【⽅法】
1. 数値評価データを⽤いて，総合評価・受賞に与えている要因を分析

2. ユーザ投稿⽂を⽤いて，旅⾏者が何を評価したのか，受賞の要因を分析
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使⽤するデータ

使⽤するデータ︓楽天グループ株式会社から提供された楽天トラベルのデータ[8]

• ユーザー評価データ（約353万件）・・・2012年から2019年までに登録された評価データ
データカラム︓投稿者ID，投稿⽇時，施設ID，プランID，プラン名，部屋種類，部屋名，⽬的，同

伴者，評価1（⽴地），評価2（部屋），評価3（⾷事），評価4（⾵呂），評価5
（サービス），評価6（設備），評価7（総合），ユーザ投稿本⽂，施設回答本⽂

• 施設名データ（約2.9万施設）・・・施設IDと施設名を結びつけるマスターデータ
• データカラム︓施設ID、施設名
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分析対象とする賞

温泉⼤賞
ユーザー投票によって，⽇本全国から⾼評価を得た温泉宿と温泉地を決定する（主催 ビッグローブ株式会社）

選定理由
1. 2008年から毎年開催されており，受賞のバックナンバーも掲載

2. 2012年以降同じ基準で公表（そのため、本研究では2012年以降の結果を使⽤）

3. ユーザー投票により決定されており，受賞プロセスが明確かつ利⽤者⽬線の評価が⾏われている

本研究では，温泉地部⾨における各年の東⻄各上位10施設を受賞施設として分析を実施
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分析概要

＜データの前処理＞
1. 分析対象にする賞を温泉⼤賞にしたため，利⽤⽬的がレジャーである件数の割合が90％以上の

宿泊施設を分析対象とした
2. データにカラム[award]を追加（0︓⾮受賞，１︓受賞）

＜分析＞
1. 数値評価データの分析（Pythonを使⽤）
i. 重回帰分析
ii. ランダムフォレスト（アンダーサンプリングを実施）

2. ユーザー投稿⽂の分析（Text Mining Studioを使⽤）
i. 単語頻度解析
ii. 評判抽出
iii. 特徴語・特徴表現抽出



7中央⼤学⼤学院 理⼯学研究科 ビジネスデータサイエンス専攻 ⽣⽥⽬研究室

分析︓数値評価データの分析

＜数値評価データの分析＞
５段階の数値評価データを⽤いて，総合評価・受賞に与えている要因を分析

＜分析内容＞
i. 重回帰分析
⽬的︓総合評価に影響を与える評価項⽬を明らかにするため

ii. ランダムフォレスト（アンダーサンプリングを実施）
⽬的︓数値データのみでの分類を実施し、受賞要因の特定を⾏うため
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分析︓重回帰分析

＜⽬的＞
総合評価に影響を与える評価項⽬を明らかにするため
説明変数︓各評価項⽬（⽴地、部屋、⾷事、⾵呂、サービス、設備）
⽬的変数︓総合評価

受賞宿泊施設（決定係数︓ 0.692） ⾮受賞宿泊施設（決定係数︓ 0.734）

⾵呂とサービスの評価が総合評価に与える影響が相対的に⼤きいと⾔える
図2︓重回帰分析の結果
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分析︓ランダムフォレスト（アンダーサンプリング）

＜⽬的＞
数値データのみでの分類を実施し、受賞要因の特定を⾏うため
＜⽅法＞
1. 宿泊施設ごとに受賞・⾮受賞に分け，評価項⽬（⽴地，部屋，⾷事，⾵呂，サービス，設備）の評価の平均
値を算出

2. ⾮受賞施設を受賞施設の2倍の数にするために，アンダーサンプリングを実施
3. 4つに分割し、クロスバリデーションを実施
＜結果概要＞

Accuracy (mean) 0.75

F1 Score (mean) 0.61

Precision (mean) 0.62

Recall (mean) 0.60

表1︓ランダムフォレストの結果
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分析︓ランダムフォレスト（アンダーサンプリング）

＜混同⾏列＞ ＜特徴量重要度＞

評価項⽬︓⾷事の特徴量重要度が最も⾼い

図3︓ランダムフォレストの結果（混同⾏列） 図4︓ランダムフォレストの結果（特徴量重要度）
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分析︓ユーザー投稿⽂の分析

＜ユーザー投稿⽂の分析＞（Text Mining Studioを使⽤）
受賞宿泊施設の評価ポイントや宿泊施設の強みを分析するために受賞宿泊施設のユーザ投稿⽂のみを⽤いて，
を⽤いて，分析を実施

＜分析内容＞
i. 単語頻度解析
⽬的︓どのような単語が多いかを知ることを通じて本データの特徴を把握するため

ii. 評判抽出
⽬的︓受賞施設の⼝コミにおける好評語や不評語を分析するため

iii. 特徴語・特徴表現抽出
⽬的︓受賞施設に⾼評価をつけている⼈の⼝コミを⽤いて，特徴的な評価内容を分析するため
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分析︓ユーザー投稿⽂の単語頻度解析

ユーザー投稿⽂の単語頻度解析の結果の上位25語

図5︓ユーザー投稿⽂の上位語

部屋・⾷事・⾵呂に関する⾔及が多いことがわかる
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分析︓評判抽出（好評語順）

評判抽出
いいイメージで語られる⾔葉・悪いイメージで語られる⾔葉を抽出

ユーザー投稿⽂の評判分析を実施（好評語順）

図6︓ユーザー投稿⽂の好評語の評判抽出の結果

⾷事・⾵呂・部屋に関する語が
好評語として多く抽出された
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分析︓評判抽出（不評語順）

ユーザー投稿⽂の評判分析を実施（不評語順）

図7︓ユーザー投稿⽂の不評語の評判抽出の結果

⽴地・投稿者の感情に関する語が不評語
として多く抽出された
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分析︓特徴語の抽出

＜特徴語の抽出（⾼評価）＞
データに付随する属性(今回は総合評価の値)ごとに特徴的に出現する単語を抽出

図8︓ユーザー投稿⽂の特徴語抽出の結果
（総合評価5）

図9︓ユーザー投稿⽂の特徴語抽出の結果
（総合評価4）
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分析︓特徴語の抽出

＜特徴語の抽出（低評価）＞

図10︓ユーザー投稿⽂の特徴語抽出の結果
（総合評価1）

図11︓ユーザー投稿⽂の特徴語抽出の結果
（総合評価2）

投稿者の気持ちに関する語が多く抽出されたc
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分析︓特徴表現の抽出

＜特徴表現の抽出（⾼評価）＞
データに付随する属性(今回は総合評価の値)ごとに特徴的に出現する係り受け表現を抽出

図12︓ユーザー投稿⽂の特徴表現抽出の結果
（総合評価5）

図13︓ユーザー投稿⽂の特徴表現抽出の結果
（総合評価4）

⾷事に関する語が多く抽出された
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分析︓特徴表現の抽出

＜特徴表現の抽出（低評価）＞

図14︓ユーザー投稿⽂の特徴表現抽出の結果
（総合評価5）

図15︓ユーザー投稿⽂の特徴表現抽出の結果
（総合評価4）

他の結果にはなかった“タバコー臭い”が抽出された
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考察︓重回帰分析

Ø受賞施設・⾮受賞施設のどちらの結果も⾵呂・サービスの係数が相対的に⾼い
⇨⾵呂・サービスは受賞・⾮受賞に関わらず顧客を満⾜させることができ，総合評価に与える影響が⼤きいと

考えられる

Ø受賞施設・⾮受賞施設のどちらの結果も⽴地・設備の係数が相対的に低い
⇨⽴地・設備は受賞・⾮受賞に関わらず，総合評価に与える影響が⼩さい

Ø受賞施設と⾮受賞施設では⾷事の係数の差が最も⼤きい
⇨⾷事が受賞・⾮受賞を分ける⼀番の要因となっていると考えられる
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考察︓ランダムフォレスト

Ø⾷事の評価が分類に与える影響が⼤きい
⇨⾷事は⾒た⽬・味など評価しやすく，好みも分かれるため数値で評価しやすいと考えられる

多くの⼈を満⾜させることができる⾷事を提供することは受賞につながると⾔える

Ø⾵呂・⽴地の評価が分類に与える影響が⼩さい
⇨実際に利⽤した⼈⾃⾝が⾵呂（温泉）の差を感じることが難しいことが影響していると考えられる
温泉を⽬的とする時、宿泊施設や温泉地が⽬的地になることが多く，⽴地を考慮した選択は⾏われにくい
と⾔える
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考察︓評判抽出

Ø⾷事（“⾷事”，“バイキング”，“料理”）・⾵呂（“お⾵呂”，“温泉”）・部屋（“部屋”，”お部屋“）に関する語
が好評語として多く抽出された．また，好評語として抽出された”種類“についても⾷事の種類や⾵呂の種類
について述べられてるものが多くあった．

⇨⾷事・⾵呂・部屋が好評の内容として述べられ，受賞の要因になったと考えられる
また，種類を多くすることによって，多くの⼈を満⾜させることができ，ポジティブな投稿が増えることに
つながりやすい

Ø⽴地（”移動“，”⾜“）・投稿者の感情に関する語（”感じ“，”気持ち“，”思い“，”満⾜“）が不評語として多く
抽出された

⇨温泉地は必ずしも交通の便がいいところにあるとは限らないため，受賞宿泊施設であったも不評を述べられ
る要因となった
受賞宿泊施設に対して，期待しすぎたことによって不評を述べた投稿があった可能性が考えられる
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考察︓特徴語・特徴表現の抽出

Ø総合評価5をつけている投稿⽂に対して特徴表現の抽出を⾏った結果では，⾷事について述べた表現が上位
10表現中5つを占めるなど特徴表現の抽出においても⾷事に関する語句が多く抽出された

⇨評判抽出の結果と同様に，⾷事については⾼評価をつけた⼈が多く述べており，⾼評価をつける要因に
なったと考えられる

Ø低評価をつけた特徴表現の結果で抽出された表現の中で，“タバコー臭い”が特徴的なものとして現れた．
⇨投稿者が宿泊中にタバコの臭いに不快感を，⾮喫煙者にとって宿泊施設やその部屋の清潔さや快適さに対す
る否定的な評価が述べられていると考えられる．
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考察︓まとめ

• ⾵呂・サービスは受賞・⾮受賞に関わらず顧客を満⾜させることができ，利⽤した⼈⾃⾝が⾵呂
（温泉）の差を感じることが難しいことが影響していると考えられる
• ⽴地・設備は受賞・⾮受賞に関わらず，温泉地は必ずしも交通の便がいいところにあるとは限ら

ないため総合評価に与える影響が⼩さく，⽴地を考慮した選択は⾏われにくいと⾔える
• ⾷事は，⾒た⽬・味など評価しやすく，好みも分かれるため数値で評価しやすいため，受賞・⾮
受賞を分ける⼀番の要因となっていると考えられる．また，種類を多くすることによって，多く
の⼈を満⾜させることができ，受賞につながると⾔える
• 受賞宿泊施設に対して，期待しすぎたことによって不評を述べた投稿があった可能性が考えられ
る
• 宿泊中にタバコの臭いに不快感を，⾮喫煙者にとって宿泊施設やその部屋の清潔さや快適さに対

する否定的な評価が述べられていると考えられる．
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まとめと今後の課題

＜まとめ＞
• ⾷事は評価しやすい項⽬であり，受賞を分ける⼀番の要因と明らかになった
• ⾵呂（温泉）の差を感じることが難しく，⾵呂の内容が評価に与える影響は低い
• また，⾷事や⾵呂の種類を充実させることによって多くの⼈を満⾜させやすくなり，受賞に繋がりやすい
• ⽴地は受賞に影響を与えない評価項⽬である

＜今後の課題＞
⾷事や⾵呂の種類の充実は，宿泊施設の広さや部屋数，収容⼈数など宿泊施設の規模によって充実させられる
度合いが変わることが想定されるため，それらを考慮した分析を⾏う必要があると⾔える
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VIFの値

重回帰分析を⾏った各変数間のVIF値は以下となる

⾮受賞宿泊施設 受賞宿泊施設

以上の結果からどちらも多重共線性がなく，係数の推定は正しく⾏えていると⾔える


